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２月14日、一般選挙により、現職６人、元職１人、新人７人の
14人が飛騨市議会議員に選ばれました。
今後４年間、市民の代表として、市民の声を市政に反映させ
るために活躍されます。
今回、議員になられた皆さんに抱負を伺いました。

議員の皆さんを紹介します
議席
番号

ふりがな

●●町●●　　所属・当選回数
抱負・公約など

氏名（年齢）

1 なかたに　  じょうご

古川町金森町　　無所属・１回
仲 谷 丈 吾（35）

2 いばた　　 こうじ

古川町金森町　　無所属・１回
井 端 浩 二（54）

3 さわ　　　　　しろう

古川町末広町　　無所属・１回
澤　　史 朗（55）

4 すみだ　 　きよみ

古川町上町　　無所属・１回
住 田 清 美（59）

5 もり　　　　かなめ

古川町増島町　　無所属・１回
森　　要（63）

6 なかむら　 けんきち

古川町杉崎　　無所属・１回
中 村 健 吉（64）

7 とくしま　 じゅんじ

神岡町東町　　無所属・１回
德 島 純 次（67）

8
神岡町船津　　無所属・２回

前 川 文 博（45）

9 なかしま　 くにのり

古川町信包　　無所属・２回
中 嶋 国 則（64）

10 ほらぐち　 かずひこ

神岡町山田　　無所属・２回
洞 口 和 彦（69）

11 のむら　 かつのり

古川町上町　　無所属・２回
野 村 勝 憲（72）

12 もりした 　しんじ

宮川町祢宜ケ沢上　　無所属・４回
森 下 真 次（62）

13 たかはら　 くにこ

神岡町釜崎　　無所属・４回
高 原 邦 子（58）

14 くずたに　 ひろのり

神岡町吉田　　無所属・４回
葛 谷 寛 德（65）

まえかわ　 ふみひろ

　感謝、初心を忘れず、謙虚な姿勢で議員活動
に取り組んでいきたいと思います。皆様の変わら
ぬご支援、ご指導よろしくお願いいたします。

　今まで色々な団体で活動させていただいた経
験を活かし、市民の目線、民間の感覚を持って安
心して暮らせる市を目指し頑張ります。

　古い体質の議会を一新し、活性化する議会を
目指す。三世代が安心して暮らせるまちづくりの
推進。時代を先取りする特色のある教育の提案。

　皆様の声を聞きながら、雇用の確保・子育て
支援の拡充・女性の活躍推進・産業の発展な
どについて市政に反映いたします。

　市民の幸せと安全で安心できる飛騨市を目指
します。そのため、市民との情報交換に努め、積
極的に政策提言をしていきます。

　今こそ、故郷に愛と誇りを！市民の故郷に寄せ
る愛情を基に、子孫に誇れる飛騨市の未来創造
作業に参加します。

　市民が中心の市政を築き、福祉・医療・介護
の充実を図ります。職場を創生し財政を健全化
し、活気のある街づくりに邁進いたします。

　雪への対策、買い物弱者対策、公共交通の改
善。これらを整え人口流出を防ぐ。子どもから高
齢者まで、住みやすい飛騨市を目指す。

　飛騨市活性化の切り札である、ふるさと納税
（ふるさと応援寄付金）をさらに推進し、飛騨市
をさらに活気ある豊かな市へ変えていきます。

　尊重と融和の精神で全市民が連帯できる体
制を確立し、少子高齢化・人口減の危機を打開
し、夢と活力ある、安全で安心に暮らせるまちづ
くりに取り組みます。

　地域の資源を活かし、自らの知恵と汗で地方
創生に全力で取り組み、官民一体で子や孫たち
が安心して共生できる元気なふるさとづくりを目
指す。

　飛騨市の元気づくりに努力する。現状を見直
し、小さな町でも活気があり、何度も行ってみた
くなる地域づくりに努力する。

　新市長の誕生で市政への期待が高まる中、二
元代表制の一翼を担う議会の一員としてより良
い市政のため、議員資質向上に努めたい。

　ノーベル賞のブランドを活かした街づくりと先
端科学都市構想の実現。医師の確保と地元企業
や商店を積極的に支援し雇用を守る。
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鬼はそと、福はうち
２月３日（水）　増島保育園

増島保育園豆まき

鬼に豆をまく園児たち

　増島保育園では２月３日、170人の全園児が参加して毎年
恒例の節分豆まきをしました。
　園児は、自分で作ったお面をつけて参加し、草壁園長が「み
んなの心の中の鬼を追い出して、よい子になりましょう」とあ
いさつをしスタートしました。
　保護者が扮した赤鬼らが「悪い子はいないか」と脅かしな
がら園内に現れると園内が騒然とし、中には泣き出す園児も
いましたが、勇気を振り絞って「鬼は外、福は内」と鬼に向けて
新聞紙を丸めて作った豆をまきました。
　鬼を追い払った園児は「鬼を退治できて楽しかった」と話し
ました。

社会人への第一歩
２月２日（火）　吉城高校

豆から自分の手で
２月２日（火）～４日（木）　古川小学校

古川小学校３年生豆腐づくり

スーツ着こなし教室

ネクタイの結び方を習う生徒たち

豆腐づくりに夢中の児童たち

　古川小学校では２月２日から４日までの３日間、３年生の
児童たちが畑で育てた大豆を使って豆腐やおからサラダづく
りに挑戦しました。
　総合的な学習の時間の一環として、ＪＡひだや地域住民の
協力で、近くに畑を借りて大豆を栽培しました。
　この日は、同ＪＡの生活指導員と食農リーダーら５人が児
童たちに調理方法など指導。児童らは、数人のグループに分
かれて、水に浸した大豆をミキサーにかけた後、鍋に移しに
がりを加えて煮込み、木枠に入れ豆腐ができあがるまでを
体験しました。

　吉城高校の３年生の就職・進学決定者30名が２月２日、
スーツ着こなし講座の授業を受けました。
　これは、４月から社会人、大学生として新たな道を進む生
徒に必要なスーツの着こなし方を学んでもらおうと企画され
たものです。
　講師は、洋服の青山の鎌谷店長が務め、スーツの選び方か
ら順番に説明があり、着こなし、ネクタイの締め方を習いまし
た。
　最後に生徒代表４人がモデルとして実際にスーツを着てみ
ました。初めて着るスーツに生徒は「気持ちが引き締まる思い
です」と話しました。

１年間の感謝を込めて
２月５日（金）　宮川小学校

宮川小学校 感謝の会

気持ちを込めて肩たたきをする児童たち

　宮川小学校で２月５日、感謝の会が開かれ、全児童19人が
学校の教育活動でお世話になった地域の皆さんに感謝の気
持ちを伝えました。
　この会には、ふるさと合宿や農業体験などの課外授業で講
師を務めた地域の皆さんや地元の警察官ら30人が招かれ、
児童たちがお世話になった方の紹介やそれぞれの行事で学
んだことやお礼の言葉を伝えました。
　会では、合唱を披露したほか、一緒にボール運びなどの
ゲームを楽しんだり、肩たたきをしたりして交流を深めた後、
児童たちから手作りのポップコーンと感謝状が手渡されまし
た。
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日頃の感謝を込めて
２月11日（木）　ＪＲ飛騨古川駅周辺

吉城高校軟式野球部地域清掃活動

古川駅を清掃する部員たち

　吉城高校軟式野球部員は２月11日、ＪＲ飛騨古川駅前周
辺の清掃奉仕活動を行いました。
　この奉仕活動は、日頃、お世話になっている地域の人た
ちや利用している施設に感謝の思いを込めて行おうと部員
らが自ら企画し７年前から行われており、今回は部員13人
が参加。駅舎の窓拭きや蜘蛛の巣取りなどを行いました。
　キャプテンの加藤勇真くんは「生徒や部員がいつも利用
させていただいている。そのお礼にきれいにしたい。冬場
も筋トレなど練習に励み、東海大会出場を目指して頑張り
たい」と話しました。

これはどこに置くの？
２月16日（火）　河合小学校

河合小学校　雛様飾り

雛人形を飾り付ける児童たち

　河合小学校の１、２年生児童が、地域住民より寄贈のあっ
たお雛様を盆踊りや郷土料理を教えてもらった学校ボラン
ティアの方と一緒に飾りました。
　地域の方との交流が目的で今年で２回目になります。
　１年生は初めて飾る児童が多く、昨年の写真を見たり、ボ
ランティアの方に聞きながら真剣な顔でひな壇に並べていき
ました。完成したときには、大きな歓声で喜びました。
　児童は「初めてお雛様の飾り付けをやった。時間がかかっ
たけど、ボランティアの方の指導で上手に飾れて良かった」と
感想を語りました。

まごころと笑顔をお届け
２月12日（金）　ＪＡひだ古川支店

ＪＡひだ移動販売車の出発式

ＪＡひだふれあい便の前でテープカットをする関係者できあがりを確認し合う児童たち

きれいに染まった
２月16日（火）　古川西小学校

古川西小学校 草木染め体験

　古川西小学校の６年生児童49人が、総合的な学習の時間
で草木染め体験をしました。
　毎年恒例の行事で、２枚染めたハンカチのうち１枚を謝恩
会で家族へプレゼントする計画です。
　講師の石原さん、小林さんが実演するのを真剣に見つめ、
自分達の体験の際は「この色きれい」「この模様にしたい」と
楽しそうに感謝の気持ちを込めながら体験しました。
　児童は「最初は難しかったけど、うまく染められて良かっ
た。６年間の感謝の気持ちでお母さんにあげたい。」と話し
ました。

　飛騨農業協同組合は河合町・宮川町の高齢者の買い物に
役立てる移動販売車「ＪＡひだふれあい便」の出発式を行い
ました。
　ＪＡでは、高齢化・過疎化の続く地域の「買い物に行きたく
ても行くことができない」という声を聞き、移動販売車の再
導入の検討を行ってきました。
　１月より試験運行を行い、４月からの正式運行に向け準備
を進めています。地域からは、自宅まで来てくれるので助かる
と利用希望者も増えています。
　ＪＡひだふれあい便は、軽トラックの荷台を改造し、冷蔵、
冷凍を含め約 400点の商品を積み込むことが可能です。
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２月21日（日）　円光寺

座学「ひだびとに『飛騨』を学ぶ」

飛騨の暮らしを語る吉眞さん

女性の力で地域を元気に！飛騨の良さを知る
２月18日（木）　木のぬくもりの家　彩り館

ワーキングウーマンミーティング

　市では、男女共同参画社会の実現および女性の活躍推進
に向け２月18日、古川町の彩り館でワーキングウーマンミー
ティングを開きました。
　この会は、男女がともに働きやすい環境づくりや女性の活
躍推進に向け、人材育成や意見聴取を目的として計画。市内
事業者の女性中堅社員 15 人が参加しました。湯峰ソーイン
グ㈱常務取締役の山之上明美さんを講師に招き、女性リー
ダーとしての必要なスキルや仕事と家事、子育てなどの両立
の大切さについて学びました。また、女性社員のニーズやワー
クライフバランスなどについて、私らしく働くためにお互いの
想いを共有しあう意見交換会が行われました。

熱く語る働く女性たち

井上市長・白川副市長
８年間お疲れ様でした

３月４日（金）　市役所

　飛騨市まちづくり協議会主催の座学「ひだびとに『飛騨』
を学ぶ」の第５回目を古川町内の円光寺で開催しました。本
座学は、地域住民を講師として住んでいるのに意外と知らな
い飛騨を知ってもらうことが目的です。
　今回は「伝えたい飛騨の味、飛騨の暮らし」と題して、河
合町角川在住の吉眞和喜さん、陽子さんの話を参加者67人
が真剣に聞きました。
　吉眞家は、河合町で唯一自宅で報恩講を行っており、仏壇
の準備から料理まで全て家族でやっています。
　吉眞さんは、「形は変わっても、考え方を変えながらも今後
も伝統を伝えていきたい」と話しました。

　平成20年３月より２期８年間、飛騨市を
牽引した井上市長の退任式が３月４日市役
所で行われました。
　井上市長は、白川副市長と二人三脚で市
政運営をしてきましたが、健康上の理由な
どにより２期満了で、３月６日付けで白川副
市長と共に退任されました。
　この日の午前中には新市長への引継が行
われ、都竹新市長に思いを託しました。
　夕方から職員を集めての退任式が行わ
れ、山本教育長からお礼の言葉が述べられ
ました。
　その後、市役所玄関にて退任セレモニー
がおこなわれ、井上市長と白川副市長に職
員から花束が渡され、二人は、「今まで本当
にありがとうございました。８年間色々あり
ましたが、市民や職員の皆さんのおかげで、
ここまで頑張ることができました。この仕
事は健康が一番大事です。皆さんも健康に
留意してがんばってください。今後は、市民
として協力したいと思っています」と話しま
した。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます
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その他
（管外出動）

前月比

交通事故
人身交通事故 物 損

交通事故件数 死者 傷者
累計
昨年
増減

飛騨警察署管内（平成28年１月１日からの累計）
※人身事故件数、負傷者数、物損事故件数は速報値　

人口
男 女 計 世帯数

出　　生
死　　亡

転　入
転　出

（２月29日現在） の状況（２月29日現在）の動き（３月１日現在 住民登録人口） の状況

　２月27日（土）に神岡町内で「第60回飛騨神岡初金毘
羅宵祭」が開かれました。
　金毘羅様に「商売繁盛」と「家内安全」を祈願するた
め、町内の企業や団体によるさまざまな山車や神輿が列
をして夜の街を盛大に練り歩きました。60周年記念の今
年は、古川町の飛騨古川盆踊り同好会、富山市のよさこ
いグループを招いて16団体が参加しました。
　昼の部では、特設ステージで地元の保育園児によるお
遊戯や各種団体による発表があり、うまいもんバザーに
は地元だけでなく富山県等からも参加があり、神岡の街
は一日中盛り上がりました。

第60回　初金毘羅宵祭

▲特設ステージで遊戯を披露する園児たち

▲夜の神岡の街を練り歩く行列

▲金毘羅様のお礼を先頭に掲げながら歩く当番会

▲華麗なよさこいを披露するグループ ▲商売繁盛を願う参加者たち
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